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後援会ニュース「しおかぜ」は街づく

りのコミュニティ紙として皆さんの

暖かいご支援をお願いします。

ご意見をお聞かせください。

日本共産党浦安市東部後援会
Ｎｅｗｓ

２０１５年 １月 後援会 HP> http：//uraek.news.coocan.jp/

■日時 １月２5(日) 開場１時 開会１時３０分

■場所 浦安市文化会館 大会議室

■参加費 ５００円（飲み物、おつまみ、果物等が出ます）

■主催 日本共産党浦安市後援会

■連絡先 元木 ３５５－８５２６

★「住民の声が届く議会への転換」
実現に元木美奈子が5期目に挑戦 ★

新しい年が始まりました。

今年も皆様にとって、幸多い年になりますように。

＊

昨 12 月は突然の衆議院選挙となり、二重の年末のあわ

ただしさとなりました。日本共産党として、議案提案権

のある 21 議席を得ることができ、私達の南関東でも 3

議席と、本当に久々の嬉しさを味わうことができました。

議員としては新しい顔が沢山となりましたが、いろい

ろな分野で多くの経験をしてきた一騎当千の面々、きっ

と大きく活躍してくれることと頼もしく感じています。

＊

しかし、結果としてもっと嬉しかったことは、これま

で「共産党に投票しても議席に結びつかないからね」と

いう声に、やっと応えることができたということです。

永らく歯噛みしてきた思いを、一気に吹き飛ばすことが

できました。今の不合理な選挙制度の下で、議席に結び

つく得票率の一線を突破しました。

そして、今までもこれからも、「国民にとって」という

視点での政策を，恒に正面から訴え続けている政治姿勢

を投票にあたって評価していただいたということを、強

く感じています。

ご支持ありがとうございました。

正月三が日が開け、世の中はまた日常に帰りました。

一方で、再び大きな勢力を保った自民・公明の「危ない」

政権が続きます。

ますます拡がる格差社会政策と、軍事にひた走る政治を

押しとどめなければなりません。衆院選の結果は、次へ

の出発点にすぎません。

＊

4 月末、浦安市も市議会議員選挙があります。

国の政治に温かみが感じられないから、せめて防波堤と

しての市政を良いものにとの思いを、多くの方が持たれ

ていることでしょう。

しかしながら、ともすればハコ物、派手好きな市政は、

若い人たち、年配者双方ともへ、豊かな財政力を活かし

きれているという実感には少ないものがあります。

日本共産党として、この地域からは元木美奈子が 5 期

目の挑戦を行います。

市政を「市民の暮らし」中心に軌道修正させ、提案を続

けてきた議会内外での活躍には定評があります。

議会の重鎮としての役割を果たしてきた元木美奈子

を、引き続き議会に送り出していただきますよう、ご支

援をよろしくお願いいたします。

2015 年 1 月９日

日本共産党 浦安東支部

支部長 元木計文

◇◆講演、うたごえ、尺八、民謡◆◇

「市民の暮らし」

を守るために奮闘

する 元木美奈子

市議会議員
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◆ 私の故郷の秋・冬 《山形県白鷹町》

秋は神社のお祭り。部落中の青年が

笛を吹き獅子舞をしながら各家に回っ

てきます。最後の休憩場所である我が

家では、おにぎりやスイカ、飲み物を

用意して、沢山食べて飲んでくれると

いいなと今か今かと待っています。あの懐かしい笛の音は今

でも耳に残っています。そして、祭り姿のお兄さんたちの格

好良かったこと！お祭りが終わると学校の運動会。運動会は

走ることよりも家族も一緒の食事が楽しみ。自宅にある茹で

栗や柿、お芋などを持ち寄り友達と物々交換。買ったものは

飴玉ぐらい。山の麓に住んでいる友達

の山栗の美味しかったこと！柿の木は

滑りやすい。運動会に持っていく柿を採

ろうとして滑ってケガをする人が毎年

いました。台風がくると、登校路傍に

る畑のリンゴが落ちます。持ち主の目を盗んで上着の裾に拾

うのも楽しみ（？）でした。ラジオで九州の台風情報を聞く

たびに、九州の人はいいな、なんて本当に思っていたのです

からケシカランですね。

そして冬。11月後半から周り一面が真っ白。冬でも子供は

忙しい。人が通る道などに雪を掘り、木の枝葉を蓋にしてう

っすらと雪をのせると子供の悪戯の準備完了。歩いてきた人

● 日時 １月２４日（土） 午後１時１５分～３時

● 場所 美浜公民館 第３会議室

● テーマ 「集団的自衛権と自衛隊」

● 講師 紙谷敏弘氏（千葉県平和委員会）

● 参加費 資料代 ３００円

● 主催 九条の会・浦安

が穴に落ちるのをそっと見て喜んでいる中に私もいました。

なんと悪い子供でしょう。

小学生は 1 時間ほどの道を集団登校。吹雪など天候悪化時は

早期下校。低学年を真ん中に上級生が前後を護って、吹きさ

らしの道をひたすら下を向いての下校です。

父は大雪の朝は早く起きて、通学・通勤に近所の人たちが

通る道の雪かきをよくやっていました。また、大晦日の夕方

は近所のお稲荷さんに初詣に来る善男

善女のために何度も参道（と言っても

50M 位）の雪かきをやっていました。

除夜の鐘が近づくまで従兄たちとトラ

ンプで過ごし、お稲荷さんへ。鐘の紐

を持ち待っていると、父が家の玄関か

ら「（新年に）なったぞー！」と叫んでくれます。毎年、除

夜の鐘を一番に鳴らすことを近所のお兄さんと競っていて

「今年は負けたね」という年もありました。お正月には歳を

一つとります。祖母が神棚の前に子供を座らせ、干し柿や栗

をのせた盆を子供の頭にかざし「五つになれ、五つになれ」

と祈願？した後に、手作りの袱紗に入れたお年玉をくれるの

です。当に古き良き時代に子供時代を過ごせたと感謝するこ

の頃です。 【 児玉 】
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アベ暴走政権は
ストップでござる！


